
＼ENJOY!!／

パイインターナショナル 好評既刊のご案内

写真集、旅行ガイド、フェア ご担当者様

切り取り線
◆FAX-DMの配信をご希望の場合はFAX番号をご記入のうえご返信ください。▶FAX番号（ ‐ ‐ )

注

文

書

日本の風景が織りなす
心に響く情景のことば365

冊

◆貴店番線印◆

ISBN：978-4-7562-5660-7 C0072 本体2,000円+税

日本の風景が織りなす
美しい季節のことば365

冊ISBN：978-4-7562-5484-9 C0072 本体1,900円+税
ご担当

様

日常が 愛おしくなる 写真集

HP

2023年3月4刷出来

日本の風景が織りなす
美しい季節の
ことば365

A5判／392ページ／ソフトカバー

定価：本体1,900円+税

2022年12月発売

日本の風景が織りなす

心に響く情景の
ことば365
A5判／392ページ／ソフトカバー

定価：本体2,000円+税

一条の光 いちじょうのひかり

暗闇のなかに差すひとすじの光。光は人の心を明るくさせるも
のの比喩であり、困難な状況のわずかな希望を表している。

1月15日

匂ぬ花 におわぬはな

雪を花に見立てて、香りのない花と表現した雅な言葉「不香の
花」とも。その反対に、「香雪」という言葉がある。こちらは
梅の花のこと。

12月13日

風光る かぜひかる

春の日差しの中、吹く風がきらきらと光り輝いているように思
える様子。春になり、力強さを増した明るい太陽のもとで、風
にゆらぐ景色も目にまばゆく映る。

3月19日

木下闇 こしたやみ

うっそうと茂る夏の木々の下の暗がりのこと。昼間でも薄暗
く、ひんやりとしている。「緑陰」が歯の緑色を感じさせる
なら、「木下闇」は影の暗さ、濃さ、そしてそれをつくりだ
す日差しの強さを感じさせる。

8月24日

忙しさのなかで一日一日を見つめたり振り返ったりすることが少なくなっている現代人

にこそ読んでほしい！ 美しい言葉とともに季節ごとに変わる日本の情景を再発見する

ことで、何気なく過ごす日常が愛おしく大切に感じられるようになる写真集です。
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